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１．はじめに 

Request for Continued Examination（RCE）は、再出願することなく出願の"finality"を解消

するための措置です（35 U.S.C. 132(b), 37 CFR 1.114参照）。したがって、RCEを分割出願や一部

継続出願の代用とすることは認められません（MPEP 706.07(h)VIIには、出願人が発明をスイッチ

することができない（"applicant cannot switch inventions"）旨が記載されています）。 

 

RCE は非常に有用な手続の一つですが、様々な側面を有しており、多面的に且つ総合的に理

解することによって、より適切な措置をタイムリーに講ずることが可能となります。このような

事情に鑑み、本資料は、下記の事項について詳細に説明しています。 

 

(a) 親出願とは独立して区別可能なクレーム 

(b) RCEをファイルする際の補正上の留意事項 

(c) RCEの特許権存続期間の調整（PTA）に関する最近の判例（Novartis事件） 

(d) Novartis事件の判決を反映した USPTOによる PTAに関する Final Rule 

(e) 米国優先審査（Prioritized Examination）が RCEにも適用 

(f) RCEの未審査滞貨の統計 

(g) QPIDS (Quick Path IDS) Pilot Program 

(h) AFCP (After Final Consideration Pilot) Program 2.0の導入 

(i) 審決後にプロセキューションを再開するための措置 

(j) RCEの未審査滞貨の減少 
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